
＜緑内障について＞ 

 今回は、成人の失明原因の第一位である

緑内障について、参天製薬のホームページ

を紹介します。 

緑内障とは、目から入ってきた情報を脳

に伝達する視神経という器官に障害が起こ

り、視野（見える範囲）が狭くなる病気のこ

とです。治療が遅れると失明に至ることも

あります。 

症状は、少しずつ見える範囲が狭くなっ

ていきます。しかし、その進行は非常にゆっ

くりで、両方の目の症状が同時に進行する

ことは稀なので、病気がかなり進行するま

で自覚症状はほとんどありません。 

緑内障は中高年の方に起こる代表的な病気

のひとつです。症状がない場合でも、定期的

に眼科検診を受けることをおすすめします。 

 
一度障害を受けた視神経は元には戻らな

いため、緑内障を完治させることはできま

せん。したがって、緑内障の治療は、視神経

がダメージを受けてこれ以上視野が狭くな

らないように、眼圧を下げることが基本と

なります。 

1 ）緑内障の検査 

緑内障は、眼圧検査、眼底検査、視野検査等

で診断されます。定期検診などでいずれか

の検査に異常があった場合、必ずもう一度

眼科医の診察を受けるようにしましょう。 

眼圧検査： 

直接、目の表面に測定器具をあてて測定す

る方法と目の表面に空気をあてて測定する

方法があります。緑内障治療経過を確認す

るための重要な検査です。 

眼底検査：視神経の状態をみるために、視神

経乳頭部を観察します。視神経が障害され

ている場合、陥凹（へこみ）の形が正常に比

べて変形し、大きくなります。緑内障発見の

ための必須の検査です。 

視野検査：視野の欠損（見えない範囲）の存

在の有無や大きさから緑内障の進行の具合

を判定します。 

2 ）点眼薬による治療 

眼圧を下げる効果のある目薬を点眼します。

具体的には、房水の産生を抑える効果があ

る薬や、房水の流出を促す効果がある薬を

点眼して、眼圧を低下させます。もともと眼

圧が高くない人でも、眼圧を下げることに

よって、病気の進行を抑えることができま

す。 

3 ）外科的療法による治療 

点眼薬を使っても、視野の欠損が進行する

場合には、外科的治療を行います。レーザー

を房水が排出される部分（線維柱帯）に照射

し、房水の流出を促進する「レーザー療法」

や、手術で線維柱帯の一部を取り除いて房

水の逃げ道をつくる「線維柱帯切除術」など

があります。緑内障とは、一度発症したら一

生付き合っていかなくてはならない病気で

す。信頼できるお医者さんにかかり、根気よ

く治療を続けていくことが大切です。 



＜花物語＞ 

 今回の花物語は、水仙（すいせん）を取り

上げます。 

水仙は、多年草で、冬から春にかけて白や

黄の花を咲かせるものが多い。 

開花期は 12 月から翌年 5 月頃のあいだ。

葉の間からつぼみをつけた花茎が伸び、伸

びきるとつぼみが横向きになり、成熟する

とつぼみを覆っていた苞を破って花が開く。 

水仙の香に人々の起居あり   稲畑汀子 

＜土佐の風景＞ 

 

 
最近は、急に寒い日が続き、冬真っ最中とい

ったところですが、気が付かないところで、

春の兆しが見えています。嫌なことが多い

時ですが、早く春が来てほしいです。 

 

 

 

＜緊急時の連絡について＞  

体の調子が悪くなったとき、診療時間内で 

あれば、088-872-5500 に、夜間、休日の場 

合は、090-8283-1525 に電話して下さい。対

応いたします。  

 

＃入院の必要な患者さんへ  

当院で入院が必要と考えられた患者さんは、 

高知赤十字病院、岡村病院に入院していた 

だき、私が週に 2-3 回入院中の病院に出向 

いて、診察をさせていただき、病院の主治医 

の先生と相談しながら、治療を行います。 

現在は、コロナ感染症の影響で訪問を自粛 

させていただいています。 

 

辷り山の風景ですが、坂が凍っているよう

です。 
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＜土佐の史蹟＞ 

 今回の土佐の史蹟は、朝倉にある宗安寺」

について、高知市広報誌の中の歴史散歩よ

り、広谷喜十郎氏の記事を引用させていた

だきます。 

宗安寺の創建は中世にさかのぼる。京都

五山の名刹・東福寺にいた雙峰和尚が開山

したもので、本尊は釈迦如来像である。五台

山の吸江庵（寺）、長浜の雪渓寺と共に土佐

臨済宗妙心寺派の三大禅寺として発展して

いくことになる。 

 戦国時代には、この方面に進出してきた

本山梅慶がこの寺を保護し、その逝去の折

には、ここで盛大な葬儀が行われ、四十九日

の法要は対岸の円行寺で営まれた。 

 その後、本山氏を滅亡させた長宗我部元

親が朝倉の地を支配すると、宗安寺を保護

するようになり、元親の親族につながる吉

良家出身の如渕がこの寺の住職となった。 

 この人は京都へ出て東福寺や妙心寺で修

行し、帰国後は、吸江庵の忍性や雪渓寺の天

室（質）と共に「南学三叟」といわれ、長宗

我部家に大きな影響を与えていた。ところ

が、長宗我部家の後継者争いの問題に巻き

込まれ、処刑された。これが有名な「七人ミ

サキ」伝承につながっているとの説がある。 

 現在の宗安寺の住職は『吉良物語』（復刻

版）の解説文にある「真西堂如渕小伝」に目

を付け、如渕はその後も生存していたとし

て京都に行き取材している。 

 『雲居年譜』によると、如渕は難を逃れて

幡多郡中村にある太平寺に身を寄せ、一条

家の家臣の子孫・雲居を弟子にしたという。 

 やがて、二人は京都に出て東福寺永明院

に迎えられた。そして、豊臣家の再興を計り

行動していたが、関ヶ原の戦いの後に大徳

寺高桐院に入った。如渕は賢谷宗良と名乗

り、元和三（一六一七）年に大徳寺の百五十

九世にまで上りつめている。大徳寺の史料

に「百五十九世賢谷（略）土州ノ人、俗姓吉

良氏」とあり、『雲居年譜』の内容と符号す

る。 

 江戸時代に入り、宗安寺は、初代藩主山内

一豊の義子である吸江寺住職の湘南との縁

で山内家からもあつく保護されるようにな

る。 

 宗安寺の前を流れる川を「鏡川」と名付け

たのは、元禄時代の五代藩主山内豊房公で

ある。この川が、我が姿を映す鏡のようにき

れいであって欲しいとの願いが込められて

いるように思われる。一帯は、川上不動尊の

森として鏡川清流保全条例により自然環境

保全区域に指定された、緑豊かな地でもあ

る。 

 

●山懐に抱かれた宗安寺の門。   

 鏡川に沿って、上がって行きますと、宗安

寺が見つかります。良いサイクリングコー

スです。  



＜散歩道＞ 

 皆さんには、楽しいお正月を迎えられた

こととお慶び申し上げます。 

 正月早々から、大きな事件が起きていま

す。まず、能登半島地震です。何年か前に、

能登を旅行して、七尾市の和倉温泉に 2 泊

して、輪島市や周辺の観光地を巡った楽し

い思い出があるものですから、何とも言え

ない気持ちがあります。テレビなどを見て

いて感じますことは、地盤隆起が大きなこ

とです。直下にある活断層が大きく変化し

たのではと思いますが、そういうことでし

たら、わずかながらも、地盤変動が前もって

あったのではないかと想像し、予測出来な

かったのかなあといった感じを持ちました。

それと、被害に遭われた方々が、高齢者が多

いように思います。本当にお気の毒です。落

ち着いて、心静かに暮らしていた晩年にこ

のような災害に遭遇され、壊れた家の前で、

立ち尽くす高齢者の人々をみると、本当に

つらい気持ちになります。自分にあてはめ

てみても、とてもとても家を建て直すとい

うようなことは、出来ないと思います。今後、

どうするのでしょうか。また、ここへきて大

雪で、とても寒いようで、避難生活も大変な

ようです。言葉がありません。一日でも早い

復興をただ祈るばかりです。次の地震は、南

海トラフなのでしょうか、とても、不安にな

っています。準備をしなければと考えて、ソ

ーラーパネルと畜電池、カセット型のガス

コンロ、水などの準備をしました。 

 次の事故は、羽田空港での、日航機と海保

機の事故です。海保機の機長が管制官の指

示を誤って理解して、待機場で、待機すべき

ところを滑走路で待機をしていて、着陸し

てきた日航機が接触し、炎上したものです

が、乗客全員が、無事に脱出出来たことは、

本当に良かったです。乗務員の方々が適切

に行動されたということで、本当に良かっ

たです。ただ事故の原因は、いろいろな問題

を含んでいるようです。1)羽田空港の滑走

路での、離着陸が非常に過密であることで、

管制官に大きな負担がかかっていること。

2)海保機の機長は、管制官が待機の指示の

後の着陸後、一番に離陸させますといった

言葉の離陸だけが残って、離陸許可が出た

勘違いしたこと。3)管制官が、海保機が滑走

路にいることを目視出来なかったこと。な

どヒューマンエラーであったのではと私な

り考えています。 

 ヒューマンエラーを起こす原因を調べて

みると 1)疲労やストレスがあり、長時間の

作業や高いストレス状態は、集中力の低下

や判断ミスを起こす可能性が言われており、

海保機の機長、管制官にこのような状況が

あったのではないか、2)注意の欠如、過度の

信頼感、認知的なバイアスなど、人間の心理

学的な要因もヒューマンエラーを引き起こ

す可能性があります。3)作業者が自分の能

力や経験に過信することで、慎重さが欠け

たり、手順を無視する可能性があります。こ

のような原因が複雑に関係していたのでは

ないかと思います。ですから、この事故の原

因を考えるときに、ただ誰の責任といった

追及だけでなく、全体として、大きな視点で

の捉え方が必要でないかと思います。 


